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みずほ基地 での氷床中層掘削







































になる,効率は悪 く,再び電熱式 ドリルに替える.削 り
屑や融け水の再凍結したつらら状のものがコア容器の中
に入って上ってくる.孔の中の様子がよくわからず,小
人 となって中を見てこれぬものか と夢にまで見る.そ し
て再び回転式の ドリル.あ る時 ドリルがひっかかって引
き上げれなくなった.二 日にわたって引き上げ努力をし
た結果,回収に成功したものの大いに肝を冷やした.














作業を行うことにした.生活維持 のた めの 当直は不可
欠で,少人数で安全な仕事を進められるよう種々工夫し
た.ト ラブルも早目に対策 していった.掘 削した柱状の
氷を切りとってくるコアキャッチャーが凍 りついて働か
ず,試 料の取り残 しが多かった とき,毎回この部分に濃
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絨 ウ イス キ ー を つ:ナた ら う ま く採 れ る よ う に な ・}た.
5月M日,ウ.「 ン チi・ ラ バ ー サ ー へ の1[li転を 伝 え る チ
tt`..一ン が 切 れ る と い う ト ラ.プル が 起 ・.)て,IJ[き1:げll1の
ド リ ル が100m程 落 ド し た.こ の と き ド リ ル が トラ　ttttソ
さ れ.!1く凍 液 をi畏め て 救liF・Vl備を 整 え た が,ヒ ー タ ー 線
の 抜 続 肺;を修 理 し,電 流 を通 し た だ け で 回 収 で きた..;・亡
い ド リ ル の 損 傷 が 全 く な く、 ほ..)とし た.
幾 度 も の ウtン ーFモー ク 一 品;のiV(iJ,・1・Flに1'IP,二価 し な が 、Ul、
掘 削 は ほ1ぎ1順調 に 進 ん だ.昭 和 基 地 で は 連 休 を と づ て 楽
し ん で い る ミ ッ ドウ イ ン'/-一条 も.み ず ほ1嶋 也で は 休1[
を 返Lし て 掘 削 ¢)作業 に 従'hlした.わ ず か に'「llk:が腕 に
k1)を か け た 夕 食 を 「乍 り,恒 例 と な つ た 系1:ピL旨:を食 堂 に
張 っ て 越 冬 の 折:)返 し を 祝 っ た.
}{月30H..io〔}mを突 破.圭 も な.(Lt..1次隊 のE{:ミ:'tた、1己
録 を 越 え る と い:)と き.ド1け レの 頭 蛉 こ1.JI-)てあ.,た'ト
さ な ボ ル トの 頭 が 折 れ て 孔 底 へ 落.ち込 ん だ.熱 式 ド:'1ル
で は 特 にll:9而に 異 物 が あ る と熱 の 伝 わ り が.変っ て ほ と ん
lf掘進 で き な く な っ て し.llう.21i間 に わ た っ..こ.月之り 除
き に 、㍉∵し ん だ が 、 少 し11径 の 小 さ い ド11ル を 便 り てliEII/'物
を[「「.りt:こ'寄せ,　ilP「t/-JミlTfEト「.1ノレて.9111:二二 と;二 よ・ノ"'[1:[
収 に 成 功 し た.二 の 時 はi戻か 日いン龍 辞 ん だ.
7Jj13[1.」8'iこ.念原!.1a)　500m　WltMilを」土F,k'しt'!:.さ.㍉i二
深 度50()mを 含 む コ ア に 火1|[「・/〈に よ る}狽.し層 が 克 つ か ・,
た..二 の よ う な マ ー ク が あ る と,そ の 層 の 年 代 を 知 る.f'
が か:)と な っ て 大 変 貴1巨:であ る.二 の 火 山1次が ア メ11.ウ
の バ ー ド基 地 コ ア の 最 初 の 汚 れ 「.、..1と[i`j.ご時 期 に 『1,.き,・2三
一 .ス68
考 える と.み ず ほ 基地 で の500mの 年 代 は約7500年1}f∫と
推定 で きる.ボ ー ナ ス1|にlkくじを 当 て た よ うな気 持 ち
で あ った 、 この 夜 は 祝 賀 会 を や り.そ の 後21[間 を休H
と した.
7月 木 をめ じに ケー ブ ル の 長 さの 許 す限 り掘i[{「」深 を延
ば そ う とL・う 二とに な り掘 削 を続:.「た.二 の 頃 よ り着 底
信 号の 赤 ラ ン7の 点 滅 が 日㍍ ・..)てき .掘 削孔 の 収 縮 が
影響 して きた 二とが わ か る.ウ でンチ ドラムの 巻数 が 次
第 に 少 な くな り、 最 ド層 が.見え る.ように な っ て き て驚 い
た.ケ ー ゾ ルの 終 端 部 が ドラ ム 本体 に しっか り固 定 し.て
な いの て.ある、 繰 り出 され た ケー ブ ル 側に は500kg近
い 荷,fl:がかか っ て い る、 我 々 は 少 しで も深 く掘 りた くて
噛1三「iをか げ て ケ ー ブ ル終 端 部 を ト.ラムへ[`li[定させ た ,
8月1日 目 前 日か ㌦ 氾続 、 徹 夜 の 掘 削 が 続.(.元 気 ・..}
けの た め場|λ1に.fiかれ た ス ピ ー カ 一ーか ら マ・.・チがJcきく
流 れ て い る.17時4([分,ケーブル 展 張 が い ・}::いの700m
63Cmで 掘 削 糸冬「を告 げ る ブ ザ ー がtc・.,た.令Jlボーリ
ン ヅ場 で」包き 合.)てド{:びをわ か't.7(川mを 突 破 して1中
1!、醤 硝1」を終 「した 感 激 で 胸 が い ・.'t:rい!ゴリた.日 本 で こ
の計 画 に 加わ ・,..:準備 して くれ た 関 係 者の 噸 が ・ノ、.・.人
浮ん で.くる.幽 噛や っ たぞ ・.〕-'と大 ノ!・で 伝 えて や りた かt't
た.外 にiilOiT前か/'t再び 太 陽 がog・.,〔・」':置な が ら顎 を)i
せ る よ うに な り て い た,ま だ厳 しい 寒 さの 続 く越 冬 最[い
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cウ ィ ン チ ト ラ バ ー サ
ー の チ ェ ー ン 切 れ ,
ド リ ル ー 時 的 に ト ラ
ッ プ
d折 れ て 落 ちた ボル ト
の 頭 に よ る トラ ブ ル
e500m掘 削 の達 成,
汚 れ屑 見 つ か る
f600m掘 削
g625.95m以 深 小 口
径 ド リル に 切 り替 え
て掘 削
hウ ィ ンチ ドラ ムの ケ








































最低の 一61.9℃を記録 し57年8月22日に記録 され た













シング訓練,体 育訓練,夜 の分科会,全 体会議 と熱心に
取 り組んだ.今 回は従来以上に安全教育に重点を置いた
が,と くに東京消防庁救急隊の協力を得て,リ サシアネ











第27次隊は,例 年通 りの定常観測 の ほか,宙 空系の
「極域擾乱 と磁気圏構造の観測 ・人工衛星テレメ トリー
観測」雪氷 ・地学系の 「東クイーンモー ドランド地域雪














吉 田 栄 夫






























(key　issues)　とされる委員会,科 学 ・環境委員会,規 制
委員会のメンバーシップ,権限配分などの問題が検討さ
れ,コ ンタクトグループは,オ ース トラリア首席代表ニ
コルソンを座長とする"(資源)調査　(prospecting)",　イ







































3月8日 までを正式会議 とし,あ と1211まではコンタク
トグルーブの非公式の会合 となった.










極 地 研 二
ロ ドニ イ セペル ト博士　(Rodney　D.SEPPELT)
外国人研究員
所 属 オース トラリア南極局
招へい期間 昭和00年5月1日～7月31日
研 究 課 題 亜南極,東 南極露岩地域における鮮苔類,
地衣類を中心 とした陸.1:生態系の比較研究





















李 培 基(Li　Peiji,中国 科 学 院 蘭 州 氷 河 凍
.1二研 究所 助 理 研 究 員)
Mr.　LEDINGHAM,　R,　(オー ス トラ リア 南
極 局 設営 部 門)
上 官 信　(Xin　Shangquan,　西 安 機 電 信 息 研
究 所 長)
子 慶臣(Meng　Oingchen,同主 任 コニ程 師)
金 蓮宝 　(Jin　Lianbao,　同 一【:程師)
Vll　鴻建 　(Cao　Hongjian,同工程 師)
銚 珍椿 　(Yao　Zhenrong,同工 程 師)
Dr.　ROPER,　C.　(スミソ ニ ア ン 自然 史博 物
館 無 脊椎 動物 研究 部 長)
Dr.　FISKE,　R.　(スミソ ニア ン 「1然史博 物 館
長)





2月1911-・2月2111　Dr.SCHOLER,　M.(マ ッ クス プ
ラ ンク研 究 所 主 任 研究 員)
3月6∫1開 建 偉(Kai　Jian　Wei,中国科 学 院 」海 分
院)
3月8rl　 Dr.　POWELL,　D.　(南極 海 洋 生 物 資 源 保 存
委 員 会 事 務 局 長)
Mr.　RALSTON,　F.　(同デ ー タ マ ネ ー ジャ
ー)
Dr.　GULLAND,　A.　(同顧 問)
3月12|1～3月14n　Dr.　KROEHL,　H,　(米国 立 海 洋
大 気 局 地 球物 理 デ ー タセ ンタ ー研 究 員)
4月8　rl　Mr.　JONES,　B.　(オー ス トラ リア 科学 大臣)
Miss.　KENNEDY,　P.　(同大 臣秘 書)
Dr.　VENNIG,　M.　(オー ス トラ リア大 使 館
資 源 科 学 技術 参 事 官)
Mr.　KENTWELL,　S.　(同大 使 館 二 等 書 記
官)
Dr.　FLETCHER,　J.　(米国 立 海 洋 大 気 局 海
洋 大 気 研 究 部 次 長)
4月18「T～4月22日　 Dr.　JOHNSON.　B.　(マッコ リー
大 学 地 球物 理 研 究 所 講 師)
4月23日　 Dr.　McPHERRON,　R.　(カリフ ォル ニ ア大
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会 場:国 立 極地 研 究 所 講 堂




会 場:国 立 極 地研 究 所 講 堂
問 合 せ 先;国 立 極 地研 究 所 生理 生態 学研 究 室
(962)4711内352(大山)
第26次隊 ・月例報 告(5月 ～6月)
最 後 の太 陽 は,5月31日 に地 平線 ぎ りぎ りに30分程 現
わ れ,そ れ 以 後 昭和 基 地 は 暗夜 の 季 節 に 入 った,東 西 オ
ング ル 島周 辺 の海 氷 も しだ い に成 長 して きた が,大 陸 沿
岸 部 で は ま だ 開 水而 もみ られ る,6月 に 入 って も基 地 周
辺 で は 雪 は ほ とん どな く地 面 は大 部分 露 出 して い る.こ
の た め ドリ フ トの雪 を 水源 と して利 用 す る こ と が で き
ず,水 はす べ て 氷 山 氷 で ま か なわ れ てい る.
観 測 報告
古 宅:オ ー ロ ラ中 の 波 動 と粒 子 の 観 測 を 「|的とした ロ
ケ ッ トS-310JA-11号機 を5月29口 に 打 上 げ た.ロ ケ
ッ トは強 いVLFヒ ス現 象 を伴 う2本 の オ ー ロ ラア ー ク
を横 切 っ て飛 翔 し実 験 は 成 功 した.レ ー ザ レー ダ観 測 も
順調 で,30日に は高 度80-IOO　kmに 出現 す る ナ トリウ ム
層 の観 測 を17時間 連 続 して 行 い,「1変 化 に 関 す る貴 重 な
デ ー タを得 た.6月28nに は,【11層大気 中 の 内 部 重 力波
の観 測 を 「1的と したMT-135JAロ ケ ッ トの5機 連続
打 ち上 げ に成 功 した.ロ ケ ッ トは 高度70km付 近 ま で
達 し,貴 重な デ ー タが得 られ た,
生 物 ・医 学:5月 に ア ザ ラ シ1頭 を観 察 し た ほか,ユ
キ ドリ,ナ ンキ ヨ ク フ ル マ カモ メ を見 た の を最 後 に 動 物
は 姿 を 消 した.大 気 中 二 酸 化 炭 素 の 測定,湖 沼 水 の モ ニ
タ リ ング,風 送 塩 の 研 究 を継 続 し て実 施 して い る.
雪 氷 ・地 学:み ず ほ 基 地 の ボ ー リング 孔 を利用 した 検
層 で は,孔 径 測 定 を2回 実 施 した.ま た,100m,200m,
300m付 近 の3箇 所 の 孔 壁 を撮 影 した.昭 和基 地 で は,調
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南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Stations)
平 均 気 温(Mean　temp.)　(℃)
最 高 気 温(Max.temp.)(℃)
最 低 気 温(Min.temp.)(℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　pressure,
　　 　 　　 　　 　 sea　level)　(mb)
平 均 蒸 気 圧(Mean　vapour　pressure)　(mb)
平 均 相 対 湿 度(Mean　relative　humidity)　(%)
平 均 風 速(Mean　wind　speed)　(m/s)
最 大 風速 ・10分間 平均(Max.　wind　speed,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 10・min,　mean)　(m/s)
瞬 間最 大 風 速(Gust)　(m/s)
平 均 雲 量(Mean　cloud　cover)　(1/10)


















































倍,石鉄損石は6倍 で発見の方がはるかに多 いの に対












}コ ン ド ラ イ ト5299
{ミェコンドライ ト.158
;炭 素 質 陽 石:61〔`1
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